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「
２
０
２
７
カ
ー
ボ
ン
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ュ
ー
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」
の
取
り
組

み
で
は
、
約
70
％
の
方
々
に
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を
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ま
し
た
。

ま
た
、
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ま
ざ
ま
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ご
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を
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た
だ
き
今
後
の
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動

に
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し
て
い
き
た
い
と
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っ
て
お
り
ま
す
。
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よ
り
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し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
削
減

や
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
活

動
組
合
員
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
学
習
会
に

て
学
び
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
学
習
会
で
、「
こ
の
ま

ま
で
は
、
み
か
ん
の
栽
培
適
正
地
が
ア
ボ
カ
ド
栽
培
適

正
地
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

熊
本
は
み
か
ん
の
産
地
で
す
の
で
、
更
に
こ
の
取
り
組

み
の
大
切
さ
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
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び
ん
牛
乳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
び
ん
の
変
更
と
び
ん

牛
乳
工
場
の
稼
働
に
あ
た
り
、
牛
乳
び
ん
に
ひ
び
が
入

る
と
い
う
事
態
が
お
こ
り
、
組
合
員
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皆
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に
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大
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ご
心
配
を
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か
け
し
ま
し
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そ
の
後
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つ
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が
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届
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し
た
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乳
和
食
を
開
発
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れ
た
小
山
浩
子
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の
学
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会
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受
け
ま
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た
が
、
グ
リ
ー
ン
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牛
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を
、

ク
オ
リ
テ
ィ
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と
お
い
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さ
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「
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跡
の
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乳
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
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２
０
２
６
年
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、
い
よ
い
よ
「
耶
馬
渓
フ
ァ
ー

ム
」
が
開
場
し
ま
す
。

少
し
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つ
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て
い
き
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Ｇ
Ｍ
Ｏ
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牛
か
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た
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乳
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し
か
し
、
生
乳
量
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
限
定
数
に
な

り
ま
す
。
全
て
切
り
替

わ
る
ま
で
、
し
ば
ら
く

お
時
間
を
い
た
だ
き
ま

す
が
、
そ
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
一
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
案
内
し
ま
す
取
り
組
み
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活
動

組
合
員
は
、
地
域
の
組
合
員
の
皆
様
と
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も
一
人
で

も
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
に
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

2025年度を振り返って グリーンコープ生協くまもと
理事長　小林 香織
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環境委員会メンバーで、12月12日（金）、リユースびん再生事業を担う

　㈱田中商店では、４Ｒに加えリメイクとリペアを
加えた６Ｒの取り組みが徹底されており、資源循環
への熱意を強く感じました。当日はグリーンコープ
の900mlびんの洗浄を実際に見学。化学薬品や合成
洗剤を使わずお湯で丁寧に洗い、ラベルを剥がし、
びんの口まで１本１本点検する姿勢に感動しました。

 リユースびんの半分はキャップ付きで入ってきますが、無理に外す必要はな
いそうです。傷や欠けがあると不良品になってしまうため、外せそうな場合だ
け丁寧に外してください。ドレッシングびんや鮭フレークびんなど油脂が残り
やすいものは、洗浄不良になるとリサイクルに回されることがあります。洗浄
不良のびんは全体の約13% にもなるそうです。改めて、きれいに洗浄して返却
していただくことを訴える必要性を感じました。
　この日、強く印象に残っているのは「少し面倒な暮らしを受け入れる世の中
にしていかなければ、びんがなくなる」という言葉です。これまでも４Ｒの大
切さは伝えてきたつもりでしたが「なぜ４Ｒを行うのか、普及させるためには
何が必要か、できなかった場合どんな未来につながっていくのか」改めて自問
しました。当たり前に使い捨て、便利なものに頼りすぎる私たちの生活は、未
来の資源を減らし汚してしまうことにつながります。

グリーンコープ生協くまもと主催
１月27日（火）於：市民会館シアーズホーム夢ホール（大会議室）

　「またこの構図と対面するのか」

　映画の進行に伴って、胸中を去来したのは、既視感と呼ぶにはあまりに生々しいものだった。

　1968年10月４日に、市民がカネミ倉庫製のライスオイルを保健所に持ち込み、「食中毒ではないか」

と訴えた時、行政が速やかに「食品衛生法」を適用し、カネミ倉庫にライスオイルの出荷停止、商品回

収を命じていたら、関連被害者数14,000人超という悲惨な結果には至らなかったはずだ。言うまでもなく、

熊本県ではこの事件の12年前に水俣病の発生が公式に確認されている。被害を受けた方々は「なぜ」の

本流に苦しめられたことだろう。

　「なぜ、過ちを繰り返すのか」「なぜ、この苦しみを分かってくれないのか」「なぜ、食卓に毒を載せる

ことになってしまったのか」―――
　2005年に設立された「カネミ油症五島市の会」の代表を務めた故・矢口哲雄氏の娘・敏子さんの、映

画の終盤での発言に胸を打たれた。暗澹とした事実報道が説明された後、「私は以前、草や花を『綺麗だ』

と思えなかった。でも、ある時を境に『綺麗だ』と感じるようになった」

　人が視覚で色を認識するためには、一定程度の光量が必要だ。敏子さんの心が、世界の色彩を捉え始

めたのは、苦しみの中でもそこに希望の光を見出せた時からではないだろうか。私自身、学生時代にい

じめられていた体験があり、その間、世界を美しいと思えなかった。私のその苦しみは、この事件に関

わる方々と比べるべくもない。だが、差別を受け、常時疎外感を感じ続けた経験を持つからこそ、分断

される苦しみを前にして他人事だと無関心ではいられない。その因果の結果、この場を借りてこの文章

を記す現在があるのだ。優しい人たちに囲まれて、楽しい家庭にも恵まれている今は、世界をこの上な

く美しいと感じられている。それは当たり前でなく、有り難いことなのだ。

　同年代の女性である敏子さんが父親の意志を継ぎ、会の事務局長を引き受ける毅然とした姿に、類似

した他の案件に憤りを感じていた私は「まだ諦めるのは早いよ」と優しいエールをもらった気がした。

　そんな彼女が、「（訴えが認められたと）早く皆さんに報告できたら」と空を仰ぎ、声を震わせて仰っ

た場面は、私の心に深く刻まれた。きっと、今回の上映会に参加された皆さんにも、印象深い場面があっ

たと確信できる、真実の重みを記録した映画だった。

　グリーンコープの食べもの運動の原点の一つとなった、カネミ油症事件について、その事実のみならず、

事件に関係した方々の胸中や、その人生に学ぶ貴重な機会となった。

東地域本部 環境活動委員長　半田 恵美　

東地域本部
2025年度 レッツゴー田んぼ in ＪＡかみましき清和

　たくさんの組合員の皆さんに参加していただき、今年度も無事に「レッツ
ゴー田んぼ」の取り組みを終えることができました。温暖化の影響で、稲刈
りが１週間遅れましたが、お米の出来は上々で、新米はとてもおいしかった
です。生産者の皆さん、１年間本当にありがとうございました。

６月７日（土）田植え

７月７日（月）草取り

１０月１８日（土）稲刈り

１１月１０日（月）お米引き渡し式

「母と子の絆 ―カネミ油症の真実―」
上映会感想

カネミ油症事件とは…
　昭和43年（1968年）10月に、西日本を中心に広域にわたっ
て発生した、ライスオイル（米ぬか油）による食中毒事件です。
　事件の原因は、カネミ倉庫社製のライスオイル（米ぬか油）
中に、製造の際の脱臭工程の熱媒体として用いられた、鐘淵
化学工業（現カネカ）社製カネクロールが混入していたことでした。
このため、ポリ塩化ビフェニル（PCB）や、ダイオキシン類の一
種であるポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）等が、製品のライス
オイル（米ぬか油）の中に混入しました。
　症状は、吹出物、色素沈着、目やになどの皮膚症状のほか、
全身倦怠感、しびれ感、食欲不振など多様です。こうした症状
が改善するには長い時間がかかり、現在も症状が続いている
方々がいます。� （厚生労働省のホームページより）

株式会社田中商店の見学に行ってきました

《組合員一人ひとりがルールを守り、きれいに洗って返すことが大切です》
「Ｒマークの確認」「汚れを残さず返却」「キャップは無理に外さず丁寧に扱うこと」
　これからもご協力よろしくお願いいたします。私たち一人ひとりの一歩で、未来の資源を守る大き
な力にしていきましょう。� 委員長　鍋島 貴和子
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2025年度 災害支援活動のまとめ

令和２年７月豪雨
　2016年４月14日と16日に発生した熊本地震の直後から、グリーンコープでは被災された方々への
支援物資の提供や炊き出しなど、さまざまな支援活動を行ってきました。４月29日からは、グラン
メッセ熊本での炊き出し、５月になると宇城市からの依頼を受け、豊野公民館やウイング松橋の避難所
への、グリーンコープの食材を使った「具だくさんの味噌汁」のお届けなどを行い、多くの方から感謝
の言葉をいただきました。
　その後も、熊本地震災害支援センターを中心に、買い物支援などを日常的に行い、「南阿蘇村との移動
販売並びに見守り活動に関する協定締結（24年６月17日）」や、「益城町・益城町社会福祉協議会との
買い物支援及び見守り活動に関する協定締結（24年11月11日）」などにより、今では地域住民にとって
なくてはならない存在になっています。下記は2025年度に於けるさまざまな取り組みの様子です。

熊本地震

　熊本地震災害支援センターとして餅つきとから揚げの販売、元気カー
の紹介・販売、東部センターからはグリーンコープの紹介コーナーを設
けました。来場者は150人程。
　餅つきは、小さい子どもから村長さんまで参加していただきました。
餅を丸める作業とパック詰めは、地域の婦人会の皆さんに行っていただ
きました。から揚げも好評で、イベント終了前に完売となりました。元
気カーには19人の方が買い物に来られました。

「みなみあそボランティアまつり」１１月２日（日）参加

白藤団地の餅つき大会　１２月１４日（日）開催

　熊本市西区の白藤団地で開催しました。ここは災害公営住宅が
併設されている団地です。組合員２人、熊本地震災害支援セン
ター４人で行いました。
　自治会長さんが「昨年は餅が少し足りなかった。今年は少し多
めにお願いしたい」と言われたため、餅米は昨年より５kg 多い
25kg にしました。子どもたちもたくさん来て、餅をついてもら
いました。餅ちぎりと丸めは団地の女性の皆さんが大勢来て、楽
しそうにされていました。餅の他に豚汁とぜんざいを準備し、こ
ちらも好評でした。

能登半島地震・豪雨

　グリーンコープ生協くまもとから、熊本地震災害支援センター
メンバーに加えて、ワーカーズ、職員など総勢５人でチームを作
り、現地へ出向きました。
　これまでは炊き出しを行っていましたが、今回は輪島市の横地
町第一仮設住宅と大野町第一仮設住宅でサロンを開催。参加者の
皆さんと、たこ焼きと梅が枝餅作りを行いました。現地の方との
交流や参加者同士の交流もでき、とても喜んでいただきました。

　近年、多くの災害が私たちの生活を脅かし続けています。2025年８月には、8日から11日にかけて
発生した線状降水帯により、主に西地域本部エリアで大規模な浸水被害が発生しました。１日も早く安心
な生活が戻るようにと、行政などと連携し、泥かきやリサイクル衣料バザーを行うなど「被災地に寄り添
う」という視点で、グリーンコープだからできる支援を行いました。

　2020年７月の豪雨被害から、少しずつ復興への歩みを進めてきています。その様子については、本紙
でも丁寧にお知らせしてきました。６年目を迎えた現在は主に、ワーカーズコレクティブ ヒトハレが
「元気カー」により、見守りを兼ねた買い物支援を行っています。
　2025年には、球磨村からの要請に応え配達エリアを増やすなど、地域に密着した活動を行っています。
９月には「５年後集会」を人吉市の中川原公園で開催。来場者の中には「あの時はグリーンコープさん
にお世話になった」と言われる方も多く、発災直後から現在に至るまで、グリーンコープが地道に続け
ている災害支援が地域に認められていることを改めて感じる場面となりました。

　グリーンコープ生協くまもと、ふくしサービス
センター、ヒトハレ、ボランティア、就労準備支
援からと、たくさんのメンバーで取り組みました。
キープ＆ショップ再建後から餅つきには必ず参加
される被災された組合員の方も、とても楽しみに
されていた様子でした。
　今回、15㎏の餅米をつきました。早めに来てい
た子どもたちがあんこを丸めてくれ、大きさはまちまちでしたが ｢１袋で30個
作ってね｣ とお願いしていたので、しっかり数を数えて個数を合わせてくれま
した。雪がちらつき風が強かったのですが、子どもたちも頑張ってついてくれ
ました。つきたてのあんこ餅は子どもたちに好評で、たくさん食べてくれまし
た。50食分準備した昼食の「つぼん汁」も好評で、おかわりをたくさんしてい
ました。今年は、町内での餅つきがなかったようで、近所の方にも喜んでいた
だいて良かったです。

　2024年１月１日に発生した能登半島地震。９月には豪雨も発生し、被災の状況はますます大きなも
のとなりました。発災直後からグリーンコープは、被災地に寄り添った支援を続けており、現地スタッ
フの派遣や各生協からの支援の取り組みなどを行っています。その中で、現地で頑張っておられるメー
カーとの出会いもありました。カタログでは能登半島地震復興応援商品の企画を行い、店舗でも現地を
応援する商品のコーナーを設けて、支援の呼びかけを行っています。

益城町飯野公民館「つながるカフェ」１２月６日（土）開催

　恒例の門松作りを行いました。組合員２人、熊本地震災害支援セン
ター４人で取り組み、今回の参加者は16人でした。

　門松作りは、皆さん慣れてこられた
のでスムーズにできました。
　食事は炊き込みご飯と豚汁、果物を
用意しました。皆さん「たくさん作る
とおいしい」と言われ、ほとんどの方
がおかわりされていました。

　災害に対して組合員の皆さんから寄せられたカンパ金をもとに、復興に向けてさまざまな支援活動を続
けてきました。これまでに組合員から届けられたカンパ金は、熊本地震の支援に361,742,626円、令
和２年7月豪雨の支援に191,837,322円（2025年12月20日現在）にも上ります。皆さんからの思
いを被災地に届ける活動を、今後も続けていきます。　　　　　　　　　

「子どもの居場所 ひだまり」で餅つき　１２月２６日（金）開催

現地を訪問しての支援　８月１日（金）～５日（火）

↗

↘
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こんにちは！ ワーカーズですこんにちは！ ワーカーズです

　

私
が
初
め
て
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
出

会
っ
た
の
は
、
ま
だ
大
宰
府
に
住
ん
で
い

る
頃
で
し
た
。
家
か
ら
１
分
位
の
所
に
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
店
舗
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、
月
の
う
ち
３
週
間
位
出
張
で
、

お
弁
当
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
し
た
。「
こ

ん
な
食
生
活
を
し
て
い
た
ら
病
気
に
な
る

な
ぁ
～
」
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

な
の
で
、
自
宅
で
は
、
手
作
り
・
安
全
・

お
い
し
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
生
協
の
方
に

い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
て
食
事
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

熊
本
に
帰
り
、
一
番
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
、
基
金
の

委
員
長
と
理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
こ

れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
学
ん
で
い
き
た
い

な
ぁ
～
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
の
は
６
年
前
。

広
報
室
が
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
と
し
て
発
足

し
て
早
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

く
ま
も
と
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
中
で
一
番

人
数
の
少
な
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
で
す
。
主

な
仕
事
は
機
関
紙
「
グ
リ
ー
ン
た
い
む
」

の
作
成
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
で

す
が
、
機
関
紙
の
作
成
に
於
い
て
は
、

紙
面
作
成
用
の
ソ
フ
ト
を
使
う
た
め
、

難
し
く
も
あ
り
楽
し
く
も
あ
り
で
す
。

長
い
人
生
の
中
で
は
、
貴
重
な
経
験
と

思
っ
て
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
活
動
を
は
じ
め

て
今
月
で
40
年
。
少
し
で
も
安
心
・
安

全
な
商
品
や
青
果
が
欲
し
い
と
、
い
ろ

い
ろ
な
商
品
開
発
な
ど
に
も
関
わ
り
ま

し
た
が
、
広
報
室
は
組
合
員
の
皆
さ
ん

へ
如
何
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
一
番

の
課
題
で
す
。
も
う
少
し
の
間
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2027カーボンニュートラル
どんどん広がる取り組みの「輪」

　豊かな自然に囲まれた天草をそのまま次の世代へ引き継いでいくため、日々、組合員の皆さんに
ご尽力いただいています。
　昨年、稼働を始めたグリーンコープミルク工場を見学した際、近々太陽光パネルが設置され再生
エネルギーを使用した製造を開始するというお話を聞きました。
 また、商品の配達はこれまで使用していたドライアイスを削減し、カタログや仕分け袋の回収を
通してリサイクル活動も行っています。更に、天草センターは2026年度にトラック４台と軽バン
１台をＥＶ車へ変更する予定となっています。
　皆さんにグリーンコープ商品を利用していただくだけで、製造からお届け・回収まで、このカー
ボンニュートラル運動の大きな取り組みのサイクルを形成しています。
　引き続きご協力をお願いいたします。

皆さんからいただいた大切な署名を、行政にお届けしました！
　グリーンコープ生協くまもとは、遺伝子組み換え作物反対運動の一環として署名活動に取り組んでいま
す。2025年度は熊本県に届ける署名の目標筆数を15,000筆とし、要望書（署名用紙）をくまもとのす
べての組合員に、10市４町宛ての要望書（署名用紙）を、それぞれの自治体に住んでいる組合員に配布し、

回収しました。各地区や地域委員会主催のグリーンズカフェ（秋の組合員のつどい）
などの取り組みの参加者や、グリーンコープのお店やキープ＆ショップの来店者にも
署名の協力を呼びかけ、９月13日には熊本市中央区下通にて街頭署名を行いました。
11月に、組合員の代表がそれぞれの行政に出向いて集まった署名をお届けすると共
に、私たちの声を直接伝えました。平成さくら通り店

2025年度 遺伝子組み換え作物反対署名の取り組み報告

　９月15日～19日に要望書（署名用紙）を配布。９月22日～10月17日の４週回収。
　熊本県18,366筆、熊本市7,165筆、荒尾市652筆、玉名市1,061筆、和水町183筆、南関町101筆、
菊池市598筆、山鹿市826筆、天草市474筆、上天草市102筆、苓北町87筆、水俣市344筆、八代市1,731
筆、人吉市262筆、嘉島町79筆をお届け。
　菊陽町、大津町、合志市、益城町へは、東地域本部の組合員の代表が行政訪問を実施。

要望した内容と、熊本県からの回答について

回答「遺伝子組み換えナタネおよびゲノム編集技術の定期的な監視、調査、飛散防止については、国全
体の統一的なルールに基づき対応することが重要であると考えています。国においては、平成15年度
（2003年度）以降継続して影響監視調査が行われています。その結果、遺伝子組み換えナタネは発見
されていますが、現時点では、交雑などの生物多様性への影響は確認されていません。県では、今年度
の国に対する要望の中で、遺伝子組み換え農作物の定期的な監視・調査の継続と消費者への情報提供を
お願いしているところです。令和７年３月の皆様の調査活動では、八代市において遺伝子組み換えナタ
ネが確認されたとのことであり、平成27年度（2015年度）から参加させていただいている皆様の調査
活動に、引き続き、県も参加させていただきたいと考えております。また、ゲノム編集技術を用いて品
種改良されたマダイ、トラフグおよびヒラメについては、県外で陸上養殖されていると聞いており、今
後の動きを注視しているところです。県としましては、引き続き情報収集に努め、県民の皆様の声に耳
を傾け、必要な事柄については、国に対し要望等を行っていきたいと考えています。」

私たちの身体は食べたもので、できています。未来ある子どもたちの健やかな成長のために、オーガ
ニック給食に取り組んでください。

遺伝子組み換えナタネの定期的な監視、調査、飛散防止のために指導を行ってください。また、ゲノム
編集技術は海にも広がりを見せています。同様に監視、調査、流出防止のために指導を行ってください。

福祉活動組合員基金
基金運用委員会
委員長
小桺 裕子

ワーカーズ・コレク
ティブ

聞文（bunbun）

伊藤 春美

「
お
世
話
に
な
っ
た

　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
」

回答「文部科学省は、学校給食における有機農産物等の活用は、環境負荷低減や持続可能な食料生産の
促進等に対する子どもたちの理解を深める観点からも有効である等、教育的意義を有するとしています。
このことについては、研修会等で周知しています。本県の学校給食においても、地域の有機農産物を含
めた地場産物活用を推進することは、新鮮な食材供給に加え、子どもたちの郷土理解・郷土愛の育成、
地場産業の振興にもつながると考えています。一方、有機農産物の学校給食への活用は、安定的な供給
や、通常の農産物に比べコスト高になる等の課題もあるため、活用が広がっていない状況があります。
有機農産物の確保や価格面での課題はありますが、有機農産物を味わい興味関心を高める機会とするこ
とを目的に、今年度からの２年間で、学校給食を実施するすべての県立学校で有機米を提供する計画を
しております。併せて、有機農産物を含む地場産物が給食へ活用されるよう、学校給食で有機農産物を
含む地場産物を活用した好事例の紹介や情報交換等を行っております。また、昨年８月に熊本県学校給
食会、県農林水産部、県教育委員会の三者で『学校給食における県産食材の活用推進に係る連携協定』
を締結し、『熊本県産トマトパン』『熊本県産トマトゼリー』を開発しました。今後もその取り組みの中
でも、有機農産物を含む地場産物の活用に取り組んでいくことにしております。引き続き、市町村およ
び庁内関係部局との連携を図りながら、有機農産物を活用した学校給食の充実を図って参ります。」

西地域本部 天草センター長　松尾 昂祈 西地域本部 天草センター長　松尾 昂祈 



8
グリーンコープ生協くまもとのホームページ（https://greencoop-kumamoto.jp/）に最新情報更新中！
ぜひアクセスしてください。携帯電話は、こちらの二次元コードよりアクセスできます。➡

発行　グリーンコープ生活協同組合くまもと
発行責任／理事会
編　集／広報室
発行所／〒860-0056
　　　　熊本市西区新土河原₂丁目1-1
　　　　☎ 096-324-8118㈹
　　　　FAX 096-324-8123
印刷所／ホープ印刷㈱

ふくし情報でんわ
グリーンコープ
葬祭サービス

生活まるごと
なんでも相談できます。

畳や襖の張り替え、引っ
越しなど、お気軽にお問
い合わせください。

「自然庵」との協働事業で
す。葬儀だけでなく、相
続問題やお墓、供養、法
事についての相談なども
受け付けています。

24時間受付・年中無休

月～金 /10時～16時
※祝日は休み

月～金 /９時～17時30分

生活情報誌

くらしアップ
くまもと ホームページ▲

窓口：グリーンコープレインボー

0120ｰ518ｰ141

ごようは ふくし

お気軽に
お電話ください♥

待ってまーす！

☎096ｰ337ｰ7226
携帯電話からは

もしもし♪　　電話コーナーもしもし♪　　電話コーナー

0120ｰ222ｰ782
0120ｰ540ｰ294

カタログ
回収率

牛乳びん
回収率※

リユースびん
回収率

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
利
用
ま
で
が

リ
サ
イ
ク
ル
で
す
♪

「
リ
サ
イ
ク
ル
」

マ
ー
ク
が
付
い
た

ト
レ
ー
を
回
収
♡

　
マ
ー
ク
が

付
い
た
び
ん
を

　
　
　
回
収
♡

仕分け袋
回収率※

モウルドパック
回収率※商

品
を
入
れ
る

半
透
明
の
袋
を

　
　
　
回
収
♡ ※グリーンコープ全体の回収率

リサイクルトレー
回収率

上天草相談室

生活再生相談室
お金の問題、相談できます。

月～金/８時30分～17時
30分（上天草は17時15分）
第１・３土/９時～12時
熊本相談室
☎096ｰ243ｰ2100

八代相談室
☎0965ｰ45ｰ５133

☎0969ｰ24ｰ8330
（土曜日は休み）

■東地域本部　25,631人
■西地域本部　37,302人
　合　計� 62,933人
（２月24日現在店舗組合員を含む）

99.0％

176.0％

112.5％

54.6％

25.25％

80.6％

グリーンコープ生協くまもと
リユース・リサイクル状況（１月分）

　

毎
年
３
月
と
い

え
ば
、
年
度
を
振

り
返
り
、
総
括
す

る
時
期
で
あ
る
。

我
々
も
５
月
の
総
会
を
目
前
に
し

て
、
１
年
間
を
改
め
て
省
み
て
い

る
。
当
紙
で
い
う
と
、
ご
寄
稿
い

た
だ
い
て
い
な
い
我
々
独
自
の
頁

が
載
ら
な
か
っ
た
月
は
な
い
こ
と

が
高
評
価
だ
と
思
う
。
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
で
い
え
ば
、
２

０
０
件
以
上
の
情
報
を
発
信
で
き

て
い
た
。
や
る
じ
ゃ
ん
私
た
ち
♡

と
、
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
の
自
画
自

賛
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
願

う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
次
年
度

の
方
針
も
「
頑
張
る
つ
も
り
！！
」

で
は
ダ
メ
か
な
…
。　
　
（
磯
川
）

「グリーンコープでんき」2025年度のまとめ
　グリーンコープが目指す「脱原発運動」の象徴として原発のない社会、安心して暮らせる社会の
実現を目指し、2025年度の年間66件を目標とし「グリーンコープでんき」の利用拡大に取り組み
ました。１月23日現在の数値にはなりますが、新規での契約は10件に留まっています。その結果、
2016年度からの累計契約数は833件です（組合員参加率0.81％）。目標としている組合員参加率
１％には到達することができていません。いのちを大切にするグリーンコープだから実現できた
「原発フリー」「二酸化炭素排出ゼロ」のでんきです。まだまだ「グリーンコープでんき」の良さを
きちんとお伝えする（推進する）ことができていません。
　2025年度から「お昼 de オール電化プラン」が新登場し、家庭用向けの電気プラン全て（ファ
ミリープラン・オフィスプラン・お昼 de オール電化プラン・低圧プラン）が、「二酸化炭素排出
ゼロ」のでんき。環境にも優しいでんきとなりました。
　原発は反対だと思われている方、地球温暖化についてどうにかしたい（何か対策ができないか考
えている）と思われている方は多くいると思います。既に行動されている方にも、グリーンコープ
の組合員だから契約できる「グリーンコープでんき」を広げていきます。

グリーンコープでんき担当常務　髙田 宰

グリーン電力出資金 ２月16日現在 132,066,000円
「グリーンコープでんき」申込状況 ２月16日現在 834件

グリーンコープ生協
くまもとの状況（２月）


